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Schumann: Adag o und Allegro As-Dur Op.70

Schubert (Ged chte von Goethe) :
Erster Verlust D226 / He denrösle n D257 

Ganymed D544 / Der Musensohn D764 
Wandrers Nachtl ed ‘Über allen G pfeln st Ruh’ D768 

Erlkön g D328

Schubert: Auf dem Strom D943

Purcell  (arr. Br tten) : 
The Queen's Ep ced um / An Even ng Hymn

Br tten: The Heart of the Matter
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 2024    ［火］ Tuesday, 23 January 2024 19:00 TOPPAN HALL

19:00開演 トッパンホール
発売：9月13日 水  ［会員：9月9日 土］

全席指定  8,000円 ／ U-25 4,000円

株式会社トッパンインフォメディア／株式会社トッパン保険サービス

　［アレグリーニ、ドレイク］

［ボストリッジ、アレグリーニ、ドレイク］

［ボストリッジ、ドレイク］

［ボストリッジ、アレグリーニ、ドレイク］

［ボストリッジ、ドレイク］

シューマン：アダージョとアレグロ 変イ長調 Op.70

シューベルト（詩：ゲーテ）：
はじめての失恋 D226／野ばら D257

ガニュメデス D544／ミューズの子 D764
さすらい人の夜の歌Ⅱ〈すべての山頂に〉 D768

魔王 D328

　

シューベルト：流れの上で D943

パーセル（ブリテン編）：
女王に捧げる哀歌／夕べの讃歌

ブリテン：The Heart of the Matter
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　リート界の一方の雄、イアン・ボストリッジ。神経を張りめぐ

らせて楽譜の隅々までを精緻に読み取り、コントロールの行き届

いた歌唱で作品の本質に迫る理知的な歌い手だ。盟友ジュリア

ス・ドレイクを伴ってのトッパンホール帰還は久しぶりのこと。

それだけでも大きな話題になるに違いないが、今回はさらにイタ

リアの名ホルン奏者、アレッシオ・アレグリーニまでもが参集

し、ボストリッジが得意とする2人の作曲家、シューベルトとブ

リテンの作品に迫る。

　ボストリッジのブリテンへの偏愛はよく知られるところ。トッ

パンホールでも幾多の名演でブリテンの作品の凄さを知らしめて

きた。まさにブリテン歌曲の魅力を伝える伝道師といえよう。お

そらくその背景には、現代人としてのシンパシー、同胞イングラ

ンドが生んだ最高の作曲家への敬愛と誇り、英語での歌唱など、

ボストリッジが心惹かれるものが多々あるのだろう。

　一方のボストリッジとドレイクによるシューベルトのプログラ

ムは、トッパンホールとしてはめずらしく有名な人気作品を並べ

てみた。円熟の極みにあるボストリッジ＆ドレイクのコンビでこ

うした作品をトッパンホールというインティメットな空間で聴く

のはいかがだろう…。

　アレッシオ・アレグリーニは、晩年のアバドがこよなく愛した

ホルン奏者。アバドが晩年DGに録音した名盤、モーツァルトの

ホルン協奏曲集や協奏交響曲のソリストといえばピンとくる方も

多いことだろう。アレグリーニのホルンは、イタリア人ならでは

の明るい音色を駆使しての圧倒的な「歌心」が特徴であり魅力

だ。請われてベルリン・フィルの首席客演奏者を務めたものの、

早々に自分の音色がオケのそれとは違うと退団し我が道を歩むあ

たりもイタリア人らしさに溢れている。キャリアに何を優先させ

るかの視点が大きく異なるのだろう。そんなアレグリーニだか

ら、いろんな楽器の組み合わせ、いろんな奏者による演奏でやや

厚化粧され肥大化された感のあるシューマン作品も、きっと新鮮

な音楽として蘇ることだろう。

　そしてボストリッジ、アレグリーニ、ドレイクによる〈流れの

上で〉D943と“The Heart of the Matter”。よく知られた作品では

ありながら、実演でそれも卓越した演奏で耳にする機会の少ない

両曲が、3人の名優を得て、クールなドラマとしてホールを満た

すのをぜひ体感していただきたい。

アレッシオ・          アレグリーニ イアン・ボストリッジ ジュリアス・ドレイク

豪華競演に心躍る新年。ボストリッジの真骨頂―
名手アレグリーニ、ドレイクと描くシューベルト＆ブリテン！


